
令和 7 年度 第 1 回淡路佐野運動公園管理運営協議会  

 

1 日 時  令和 7年１０月１７日（金） 10：00～10：40 

2 場 所  淡路佐野運動公園屋内練習場２階会議室 

3 出席者  堀元行理事（西山委員代理）、木原章雄理事（橋本委員代理）、中山委員(野条委員代理兼)、 

森文昭副理事長（風早委員代理）、吉岡委員、山本委員、 

小林茂幸専務理事（林委員代理）、素川委員、伊藤雅樹事務局長（津田委員代理）、 

藤岡委員、片平委員、吉栖委員、首藤委員 

4 議 題  (1) 施設の利用状況について   

      （2） 施設の整備等について 

      （3） 意見交換 

5 議事要旨 

  （1）淡路佐野運動公園の施設の利用状況・整備等にかかる報告と質疑 

    事務局より、資料 2～3を用いて、説明を行った。 

    （堀 委 員）ＲｅＦｉｌｌスタジアムの改修工事が令和 7年 10 月から令和 8年 10 月までとの 

説明であったが、工事期間中のグランド使用は可能なのか。 

    （事 務 局）原則グランドを利用しながらの改修工事が可能か検討するが、グランド利用に影響 

          が生じる可能性のある工事はバックネット張替工事と内装工事である。外装工事及 

びスタンド防水工事はグランドを利用しながらの施工は可能だがスタンド利用に 

一部制限が生じる可能性がある。 

（吉岡委員）令和 8年 4月に大会等を計画しており、特別利用申請書提出にも期限があり、利 

用決定後に改修工事で大会開催が出来ない場合、別会場へ移す事は不可能なので 

早い時期に利用制限時期を教えてほしい。 

（事 務 局）現状請負業者が決定したところで、これから施工方法や工程等詳細を検討し、グラ 

ンド利用に支障が生じる場合は改めて説明する。 

（堀 委 員）大会運営等で本部を設置する場合、熱中症対策等で本部テント設営は必要かつ面積 

も増加している、運営経費節減対策として占用使用料の低減は検討出来るか。 

（事 務 局）占用使用料について県条例で定められ低減等について困難である。 

      大会運営で一層の工夫や相談をいただければ協力したい。 

（堀 委 員）占用使用料低減の件、承知した。 

（木原委員）利用制限等について、明石公園のトーカロ球場も工事等でグランドの利用制限期間 

が生じます、なるべく早い時期に色々な情報をいただければ、事務局に情報共有を 

図り大会運営に支障がきたさない対策を講じたい。 

熱中症や急な雨、落雷対策として選手も含め応援の方々等の避難場所として野球 

場に屋根を増築することは難しいと思うので、四阿の増設等検討ください。 

（事 務 局）四阿等の整備ついては場所等も含め検討が必要なため、直ぐの対応は困難である 

が、熱中症対策の一つとして、ドライミストなど出来る対策を検討していく。 

      現状では大会参加関係者等については簡易テント等で対策をお願いしたい。 

（中山委員）整備工事等に関する事項を要望するばかりでなく、大会運営する側は責任をもって 

各自対策をすることが大切で参加者もよく理解してくれる。 



      要望するだけでなく、大会運営者が工夫することも大切である。 

（堀 委 員）第二野球場で開会式を検討するが、音響設備として音楽を流すほかグランドと建物 

内でのマイク 2本の同時使用は可能か。 

（中山委員）少年野球大会で第二野球場を使用し開会式を行っている。整備工事当初から開会式 

も出来る野球場と言うことで、国旗掲揚柱及び音響設備をお願いした経緯がある。 

 （事 務 局） 第二野球場の音響設備について、音楽はＣＤを用いて流すことは可能で使用され 

       ている団体もあります。またマイク設備につきましては3本同時使用が可能です。 

その他音響設備で不便をかけておりました多目的広場は現在ポータブルスピーカ 

ーを貸出しています。 

 

（2）意見交換会 

  （事 務 局）熱中症対策や落雷対策など自然環境の変化による安全対策と言う点で野球等は雨 

        天や雷等で試合が中止になりますが、サッカーは雨天等でも試合を続けられる競 

技で、安全面の対策などガイドライン等説明ください。 

（小林委員）日本サッカー協会のガイドラインで落雷対策として、雷が鳴れば 20 分間ゲーム中 

      断する。また鉄筋コンクリートの建物や自動車に避難することになっている。 

      但しコンテナハウスは避難対象外で、淡路佐野運動公園のクラブハウスのように 

鉄筋コンクリートで避雷針が設置された施設は安全です。 

      熱中症対策は気温と湿度を測定し基準を超えないか注意し、体を冷却するための 

氷等を準備する、冷房設備の部屋を借りるなど、落雷対策と同様にガイドラインが 

定めてある。個々のチームが練習等どこまで対応されているか不明であるが、県サ 

ッカー協会が主催する大会はガイドラインを遵守するようになっている。大会で 

事故等が発生した場合、現場の責任者が全て責任を負う事に決まっている。 

（事 務 局）野球は試合途中にクーリングタイムを導入されているが、サッカーの競技中の 

      クーリングタイム等の導入について。 

（小林委員）クーリングブレークまたは飲水タイムの準備をすることになっているが、むしろ 

      熱中症対として 7月 8月は公式戦を実施しない、実施するならナイター利用の他 

早朝や夕方利用など時間的制約のある運営が求められており基本的に真夏の昼間 

に公式戦は開催しない。各チームが大会を開催している場合の大会運営について 

県サッカー協会としては関知しない。よって公式戦開催時期が秋冬に集中する。 

（事 務 局）大会等の開催で地元住民の方への影響について。 

（藤岡委員）特に問題になっている事項は無い。 

11 月 16 日のミズノスポーツフェスタ当日は淡路市の防災関連の訓練日で津名地 

区が担当になっており、参加することが難しい、日時など相談もらえれば自治会に 

も宣伝でき参加者も増える。告知を早くすると良いイベントになる。 

（事 務 局）次回開催日については事前に相談します。 

（藤岡委員）遠方らの大会参加者が宿泊場所として地元キャンプ場を利用いただき非常に助か 

っている。隣接する色々な施設も整備されており宣伝したい。 

（事 務 局）キャンプ場利用時期からすると(株)ミズノ主催の少年野球全国大会と一致します、 

同大会は令和 8年度も開催予定ですので情報提供します。 

    （伊藤委員）藤岡委員と同等の内容になりますが、淡路商工会として飲食店、観光施設、宿泊施



設等の会員情報発信のサイトを運営しています。多数の利用者が島外から淡路佐 

野運動公園に来園される機会に地元施設の利用拡大を目的に、よりわかりやすい情 

報発信サイトに現在改修中です。 

まだ具体化はしておりませんが、商工会役員よりスポーツツーリズムとして大会 

や合宿誘致の提案があり今後取り組んでいく予定。 

（事 務 局）本公園は年間様々な大会が開催されており、地域連携の一貫として地域の情報発信 

      に協力する。 

 

 6 閉会 


